
感染症発生動向調査

  平成26年第19週

◆　 今週のコメント

･

◆  今週のトピックス：＜インフルエンザ＞

◆　発生状況

・ 二類：結核 ４例（肺結核 ３例，その他結核　１例，潜在性結核感染者 なし）うち喀痰塗抹陽性 ３例
【１月以降の累積報告数 １３４例（肺結核 ６５例，その他結核 ２９例，潜在性結核感染者 ４０例）うち喀痰塗抹陽性 ３３例 】

・ 五類：侵襲性肺炎球菌感染症 １例 【１月以降の累積報告数 １８例】

京都市感染症週報 京都市感染症情報センター
（ 京都市衛生環境研究所 ）

（5月5日～5月11日） http://www.city.kyoto.lg.jp/menu3/category/41-6-1-0-0-0-0-0-0-0.html

　侵襲性肺炎球菌感染症の報告が１例（男性，３０歳代）あります。平成２５年４月１日に五類感染症に
追加されて以降，昨年の累積報告数は１５例でしたが，本年の累積報告数は第１９週時点ですでに１８
例となっています。

京都市の定点当たり報告数は０.６６（４５例）となり，流行の指標である『１.０』を下回りました。詳細をト
ピックスに掲載しています。

全数把握の感染症

定点把握の主な感染症

（市内定点数　インフルエンザ定点６８， 小児科定点４１， 眼科定点１０， 基幹定点１）

定点     報告数　　

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 　インフルエンザ ４５

小児科   ①　感染性胃腸炎 ２８０　

（降順5位まで）   ②　Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ４８　

  ③　水痘 １９　

  ④　流行性耳下腺炎 １１　

  ⑤　突発性発しん ９　

眼科   流行性角結膜炎 ６　

【次ページ以降の主な内容】
　　発生状況の概況グラフ　/　今週のトピックス：＜インフルエンザ＞

（ 注 ） 京都市のデータは，平成26年5月15日現在の報告数で，全国の還元データと若干異なる場合があります。
また，本情報での患者数は，届出医療機関所在地での集計で，患者の住所を示すものではありません。
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ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ及び小児感染症の疾病別推移グラフ（平成26年）
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※過去５年平均値は，平成21年／22年シーズンを除いています。
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平成２６年

第19週（5月5日～5月11日）トピックス：＜インフルエンザ＞

  京都市の定点当たり報告数は０.６６（４５例）となり，流行の指標である『１.０』を下回りました。今シーズン
は，平成２５年第５２週に流行開始の指標である『１.０』を超え，流行期間は平成２６年第１８週までの１９週
間となりました。流行のピークは第５週で，前シーズンと同時期でした。全国においても，京都市と同様の
流行状況となっており，１２月末から始まった流行は終息に向かいつつあります。
　京都市衛生環境研究所では，今シーズン，ＡＨ1ｐｄｍ０９を２８例，ＡＨ３型を３例，Ｂ型を３０例，分離・検
出しており，昨シーズン及び平成２３年/２４年シーズンに流行の主体であったＡＨ３型の流行は小規模で
した。また，全国のインフルエンザウイルス分離・検出報告数は，ＡＨ１ｐｄｍ０９ ３,２５５例（４４.０％），ＡＨ３
型 １,６１２例（２１.８％），Ｂ型 ２,５３０例（３４.２％）となっています（平成２６年５月１６日現在）。２シーズン続
けてほとんど検出されていなかったＡＨ１ｐｄｍ０９が最も多く分離・検出され，平成２２年/２３年シーズン以
来の流行となりました。
  抗インフルエンザ薬耐性ウイルスに関して，今シーズン，京都市では検出されませんでしたが，全国的に
みると，シーズン開始以来，抗インフルエンザ薬耐性ＡＨ１ｐｄｍ０９ウイルスの検出報告が続いていまし
た。詳細については，下記をご参照ください。
　○国立感染症研究所感染症疫学センターホームページ「インフルエンザウイルス分離・検出速報」
　　http://www.nih.go.jp/niid/ja/iasr-inf.html

京都市及び全国の定点当たり報告数の推移
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シーズン別インフルエンザウイルス分離・検出状況（京都市及び全国）

京都市の過去５シーズンの流行期間
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ピーク時の
定点当たり報告数
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